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研究力強化・国際化のために
大学院医系科学研究科長　丸山　博文　

　研究科長に就任して約半年が経過しました
が、会議や打ち合わせ、処理する案件の多い
ことに驚き、大人数での会合がないにもかか
わらず「こなすことで時間が過ぎた」という
のが正直な印象です。歴代研究科長の方々の
研究科運営へのご尽力にただただ頭が下がり
ます。
　表題の研究力強化のための取り組みのポイ
ントとして、霞動物実験施設の増築、学際的

研究推進部会、広大霞Lab Secretaryの3つが重要と考えます。
霞動物実験施設の増築部分のSPF（Specific Pathogen Free）
化をどのように運用するかについて、現在ユーザー会を中心に議
論いただき、予算も睨みながら実現可能性を検討いただいていま
す。SPFを徹底するとコストが嵩むなどのこともあり、利用利便
性とのバランスをどう取るかが課題です。学際的研究推進部会は
COVID-19の影響により、各部会ともWebを利用した活動に制限
されています。東広島キャンパスの統合生命科学研究科との連携
も模索されていましたが、当面は霞キャンパスのみの活動となり
そうです。各部会で若手の研究者にどの様に活動に加わってもら
うか試行錯誤されているところです。広大霞Lab Secretaryは、
運営委員の皆さんに大変精力的に活動していただき、予算がな
い中、着実に利便性の向上が図られています。本年4月から毎月、
NEWSのメール配信も開始されました。ぜひ研究費獲得に向けた
共同研究の提案や研究リソースの共有を進めていただき、研究力
向上に活用いただきたいと思います。現在は予算の関係上、ユー
ザー登録数が制限されているため研究室単位での登録となってい
ますが、利用が促進されれば、その範囲を拡大することも視野に
入れています。
　国際化の推進という点では、英語での授業の充実およびWebや
オンデマンドの授業の拡大を進めていく必要があります。来年度
からは大学院の入試についても外国語の筆記試験は廃止し、「外
国語4技能を測定可能な資格・検定試験」を活用することが決定
しています。医系科学研究科ではCEFR（Common European 
Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, 
assessment）のA2以上のレベルであることを求めることになりま
す。さらに国費留学生の優先配置枠についても計画が複数存在して
います。東広島キャンパスのIDEC（International Development 
and Cooperation）機構にも参画し、国際化を推進していきたい
と思います。
　今後、各研究室のみなさまと意見交換の場を設ける予定です。
建設的なご意見を頂戴したいと思いますので、どうかよろしくお
願い申し上げます。




